
一般財団法人　戸田みらい基金 （第4回建設に関する教育振興に係る助成事業）

＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

（状況説明）
市内でチョウザメを飼育されて
いるオイルメンテナンスサービ
スの奥本さんにチョウザメの飼
育方法や注意点などを学びまし
た。また飼育下において水温や
水質の検査の重要性であると学
び、本校の池やプール、水道水
について水質検査を行った。夏
季において使用されている生徒
が使用するプールよりも池の水
の方が数値上綺麗であることが
わかり、衝撃的な事実が判明し
た。現在本校では、水質におい
てプールよりきれいな環境下で
チョウザメを育てられている。

②担当者

フリガナ

フリガナ ヤマグチケンリツイワクニコウギョウコウコウ

①団体名・学校名 山口県立岩国工業高等学校

氏名

所属
役職

　都市工学科主任　　教諭

TEL 　０８２７－４１－１１０５

（状況説明）
アクアポニックスに必要な材料
なや配置などを決めるため池の
測量を行った。アナログとド
ローンを活用した方法とを試し
た。その後畑に必要なケースの
台など必要に応じて部材を加工
しながら、木部が腐りにくいよ
うに砕石などを敷設し、設置を
行っていった。限られた予算の
中で、実験装置の選別を話し合
いながら進めていった。同時に
駐輪場の一角を畑に開墾し、種
から苗を育てていた。予算上太
陽光はキャンプ用のものしか用
意できず、屋外用として使用す
るための小屋製作を行った。

④活動期間 令和４年　５月　　～　　　令和５年　　１月

⑤活動内容
を記載

E-mail

③申請テーマ 　未来の都市型養殖・農園アクアポニクスに挑戦

　本校では以前、老朽化し水のはられていなかった池を地域の保護者や企業の
ご協力で修繕を行った。現在はその池にはることができ、メダカなどの飼育も
行われている。
　この池を活用し、別紙の説明にあるように、植物と魚がつながる農業システ
ム「アクアポニックス」に挑戦し、都市型の農業・漁業の経験や方法やSDG
ｓを体験的に学ぶとともに自らが学んでいる都市工学の知識と結び付けていく
ことで、都市を始めとする環境問題や都市の在り方を、考え、行動していける
力を身につけた生徒を育成することを目的として取り組んだ。魚に餌をやり、
その糞や水を有機肥料として植物に与え、ろ過して循環させるアクアポニクス
の取り組みの効果は地球や都市の環境問題や食料問題を捉えられるたけでな
く、アクアポニックスの仕組みを取り入れた未来の新しい建築物や、未来の新
しい都市の在り方などを生徒に想像させ、様々な問題について学ぶことができ
た。またアクアポニックスは水の循環、土壌といった専門知識の深化をはじ
め、システムを構築するための材料の加工などを通し、配管等の建設材料など
への興味関心や加工法の学ぶきっかけにできるなど、教材としての点も優れて
いる。
　今後、生徒を主体としたこの取り組みを、積極的に体験入学などで中学生を
はじめ、地域へ発信していくことで建設系学科の魅力を周知していくことで未
来の建設業従事者を増やすことにつなげられる取り組みにできると考える。

（状況説明）
鳥による被害を受けないよう池
のほぼ全面に防鳥ネットを張っ
た。夏場の温度上昇を防ぐため
遮光シートやすだれ用の骨組み
を組んだ。また、育てやすさな
どを考慮しコチョウザメという
種類を購入し池へ投入した。水
耕栽培の培地の実験を行えるよ
うにしてあり、年末までは順調
に１０匹のチョウザメが育って
おり生徒が休み時間に観察に訪
れ池の周りに活気があった。し
かし年始には１匹も姿が見えな
くなり実験が中断された。そこ
で新たに５匹購入し、現在は観
察用のカメラを設置し成長を見
守っている。

⑥活動費用合計 ¥200,607 円

⑦別紙説明資料
の有無

ある　　・　　なし



都市型農業・漁業に緒戦！
～ 工業高校の強みを生かした４学科連携
アクアポニックスで食料問題へ挑む ～



日本の食料自給率はご存じの通り

・日本は少子高齢化で人口減少。
⇒世界の人口は増加

・昔は経済大国だった日本
⇒世界から食料を安く買える

未来の日本人が食べるものは？



世界で食べ物が不足すると？

・他国に売れる量は？
・高く売られる？

・買える力（経済力をつける）

・食料自給率に真摯に向き合い
対策をする。



世界が注目する昆虫食①

・栄養、環境負
荷、
飼育コスト◎

・日本各地に
養殖工場有。

https://fundinno.com/projects/350より

https://fundinno.com/projects/350


世界が注目する昆虫食②

昆虫食は、栄養、環境負荷、飼育コスト◎
しかし、・・・・率先して食べたいか！？

https://buzcycle.com/より

https://animaroll.jp/insect/insect-keep/1134724より



アクアポニックスとは？

アクアポニックスとは、
水産養殖の「Aquaculture」と、
水耕栽培の「Hydroponics」からなる造語で、
魚と植物を同じシステムで育てる新しい農業です。

https://www.plantform.co.jp/lecture-aquaponics/より



アクアポニックスとは？

アクアポニックスは、
LED型の植物工場と比べて
初期コストが1/4、ランニングコストが1/10
⇒お財布と環境にやさしい。

https://www.plantform.co.jp/lecture-aquaponics/より



アクアポニックスとは？

野菜と魚を同時に育てることで環境性と経済
性の両立が可能とし、
儲かる農業を目指している。

https://xtech.mec.co.jp/articles/7743より



昆虫食はしたくない！！

昆虫を安易に人間が食べなくてもうまくサイ
クルを回せば、美味しい野菜と魚を食べてい
ける未来もくるのでは？？

https://buzcycle.com/より

https://animaroll.jp/insect/insect-keep/1134724より



数年前の課題研究において、補修された池に
は水が張ってあるが有効に活用されていると
は言えない状況である。

・岩工の施設 補修された池



数年前から市内でチョウザメを飼育されてい
る奥本さんに飼育の方法などを教えて頂いた。

・先進事例視察（岩国市玖珂町）



チョウザメの種類と特性、
飼育可能な水量や餌などの調査や、
実践例を教えて頂いた。

・先進事例視察（岩国市玖珂町）



PH、アンモニア等の水質チェックを行った。
結果は、池の水は夏季水泳中のプールよりも
数値的には綺麗であるという結果に・・・。

・水質検査（池の水は・・・）



池を仕切り、魚種を分け
て飼育する予定であるた
め、
資材として安価なコンク
リートブロックを活用し
ようとしたが、
PH値がなかなか生物が生
息可能な値にならなかっ
た。

・コンクリートは強アルカリ性



水耕栽培を行うため、種から野菜を育てた。
まず、野菜を育てるための畑をつくり、
次に、苗をつくる。

・植物を学ぶ



塩ビパイプでの自作も可能だが、今年度は製
作しなければならないものが多くあるため、
市販のキットを活用した。

・水耕栽培キットの組み立て



キットは２種類のもの製作した。
実際に夏休み中に栽培を行った。管理の都合
上屋内（北側）であったが作物は育っていた。

・水耕栽培キットへの植え付け



資材の長さや必要な設備の大きさを予測し、
設置位置などを設計するための前準備として
測量を行った。

・池の改造➀ 測量



各点を測量し、池の大きさや各点の配置を確
認し、各材の必要長さを概算で求め、
どの場所をどう配置するかを検討した。

・池の改造➀ 測量



池の水は循環していないため、底に堆積物が
多くあった。夏の環境下で水温の上昇防止と、
鳥よけネットを張るための骨組みを設置。

・池の改造② 清掃と小屋組み



池を仕切り、
魚種を分けて
飼育予定。

・メダカ
・チョウザメ
・ナマズ（予定）

の３区画を整備。

・サイクルを考えた３区画



・チョウザメの飼育

【コチョウザメ】
4℃～27℃まで適応。適
温は20℃
※28℃を超える場合は死
亡リスク大。

水替えは週１回、30%～
60％量必要。
酸素は多めを好む。
５～７年で１サイクル
で出荷が可能。

チョウザメは品種が多様です
が、コチョウザメはチョウザ
メの中では飼育しやすい品種。



１つ１つのユニットが単独で池の水と循環さ
せることができる。

・水耕栽培装置の設置



水耕栽培ための、だんだん畑を構成する台を
製作。

・池の改造③ 水耕畑づくり



一定量水が溜まったら、自動で水を排水する
ためのサイフォン管現象を利用したオートサ
イフォン式のだんだん畑を製作。

・池の改造④ だんだん畑



タンクからの栄養を瓦チップを培地とした畑
を通すことで植物に栄養を与えるだけでなく、
水に酸素を供給し、植物がろ過した成分を池
に戻すことで、循環型が完成する。

・池の改造⑥ 畑の設置



ここに一旦水を貯え、酸素を供給することで
魚の糞尿や餌の残りなどを微生物が分解し、
植物の栄養になる成分にしてくれる。

・池の改造⑤ 微生物タンク



予算の都合上、屋外用のパネルは購入できなかったため、
キャンプ用のパネルを屋外用へ改造し、蓄電池等の各制御装
置を置くための小屋と兼用にして製作した。

・池の改造⑦ 太陽光パネル＆小屋



太陽光や蓄電池を利用することで、運用コス
トを削減し、地球への負荷軽減を狙っている。

・池の改造⑦ 太陽光パネル＆小屋



本年度はこのように、工業高校の強みを生か
したものづくりの技術によってハード面を構
築することができた。

・池の全体像



今年度製作したハードを活かし、以下のよう
な制御や、測定やデータ収集を行うとさらに
工業高校の強みが生かせると考える。

・水温の測定装置を設置し、バルブを制御
・餌やりの半自動化（時間制御）
・池の水質の測定（各地点）
・ポンプなどの制御
・餌である虫の飼育の自動化等

・今後の展望



アクアポニックスの研究は生物や植物を育て
ることだが、
それらを構成する装置は

・製作に工業的な技術や知識が生かせる。
・装置の制御や測定にも工業的な知識や技術
が生かせる。
・ものづくりは作品をつくって完結ではなく、
運用や使用を目的として捉えると生きたも
のづくりができることがわかった。

・まとめ



・ご清聴ありがとうございました。
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